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IRSの通信事業者間共用手法

機械学習を利用して、最適なIRS共用状態を実現

概要

 通信インフラ
 IRS制御
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無線通信ネットワークを改善する手段として、IRS（Intelligent 
Reflecting Surface）が知られている。IRSはメタマテリアル素子を集積
したデバイスであり、メタマテリアル素子を制御することで、デバイスに入射した
電磁波を任意の方向に反射させることができる。これにより、遮蔽物の陰など
電波が届きづらい場所にも有効な通信環境を提供することが可能となり、超
高速通信を利用可能なエリアを拡張することができる。
しかし、各通信事業者がそれぞれ独自のIRSを配備することによる、通

信設備・配線等の増加による景観破壊、資源・エネルギー消費の増加、
システムの冗長化といった問題が想定される。そのため、IRSを通信事業
者間で共用する手法の確立が求められていた。
本発明は、機械学習のアルゴリズムを用いて、IRSを複数事業者間で

共用する手法に関するものである。

詳細未開示技術につき、
ご希望の際はお問い合わせ下さい。
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